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讐
 論文審査の結果の要旨
 近年,遷移金属多核錯体,クラスター錯体,金属錯体集合体など系内に複数の遷移金属イオンを含む
 化合物は「集積型金属錯体」と総称されるようになり,この物質群が潜在的にもつ多様な物質機能に多
 くの研究者の関心が寄せられている。集積型金属錯体がもつ化学機能は直接・間接的な金属間相互作用
 と密接に関係しており,「金属間相互作用の設計と制御」をめざした合成研究は極めて重要な課題である。
 神山は本論文において,磁性に関連する集積型金属錯体の合成,強磁性的相互作用発現のための分子
 設計を行った。磁性体構築において基底スピン多重度を高くすることは重要な問題であり,これまでに
 も多くの研究が行われている。金属イオンのスピンが〔1σ一dπおよびdπ一dπの組み合わせについては強磁
 性的相互作用を発現させる方法が確立されているのに対し,dσスピン同士の場合についてはこれまで確
 実な方法は確立していない。神山は本論文において,配位子の架橋構造の分子設計により隣接するdσス
 ピンを有する金属イオン問に強磁性的相互作用が働くような新しい磁気的相互作用経路の開発,および,
 これを実現させる錯体配位子「フェロマグネティックカップラー」の創製をめざして研究を行った.
 κ1N二κ!N架橋様式というほとんど前例のない特異な架橋構造を構築できれば,隣接する磁気軌道を直交
 化でき所期の目標を達成できると考え実験を行った。この架橋様式をとる表題の3種のビグアニド誘導
 体(Hbptap,Hpz.,bg,H.、pzbg),および類似の架橋構造をとるHbpcaの計4種の配位子を設計・合成し,Cu-
 M(M=Cu,Ni.Co,Mll),Nl-Fe等の金属イオンの組み合わせで強磁性的相互作用を発現させることに成功
 した。また,「フェロマグネティックカップラー」として働く2種の錯体配位子の合成にも成功している。
 この他,イミノ窒素というめずらしい架橋様式を有するマンガン四核錯体において強磁性的相互作用の
 発現を見出すなど,さまざまな構造を有する集積型金属錯体を構築しその磁気的性質を明らかにした。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 したがって,神山麻子提出の博士論文は,博士/理学)の学位論文として合格と認める.
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